
 2023 年 3 月吉日 

報道関係者各位 

 

「工芸の五月」Official Book 発行について 

 
工芸の五月実行委員会 

実行委員長 伊藤 博敏 
 

春風の候、貴社におかれましてはますますご清祥のこととお喜び申し上げます。 

「工芸の五月」は 4 月 29 日～5 月 31 日までの 33 日間、新緑の松本市街地を中心とした美術館、ギャラリ

ー等の約 40 の会場で工芸に関する様々な企画展、ワークショップ等を開催するものです。 

メインイベントである 39 回目の「クラフトフェアまつもと」は、5 月 27 日(土)・28 日(日)に開催予定。

全国より作り手があがたの森に集まる予定です。（イベント詳細は別紙ご参照ください） 

 

さて、各企画準備の進むなか、4月 1日に「工芸の五月 Official Book13 号」が発行されます。 

 

松本歩きの前夜に読みたい、町をディープに掘り下げたブック「工芸の五月」。今号では図らずも、そこに

既に在るものにエネルギーを加え、それぞれのおもしろさを見つけていこうとする記事が集まりました。町

と工芸の今を込めたこの一冊、ぜひご注目ください。 

(定価税込 500 円・全 36頁・オールカラー)。 

 
『工芸の五月 Official Book 13 号 』内容 
 

・巻頭 「博物館のお引越し -バックヤードで考えた博物館の役割-」 
・松本の暮らし点描 「松本あめ市」 
・随筆松本 「教育県の抑圧、その反動が作り上げた攻めた街・松本 
（文とイラスト 掟ポルシェ）」 
・建築家とめぐる城下町番外編 「アフターバブル。裏町の今」 
・「まつもとまつこの松本商会」 
・建物探偵の調査録 「アルモニービアン（旧日本勧業銀行松本支店）」 
・Hasta Manana 明日、何食べる？ 「へレス・デ・ラ・フロンテーラの日常」 
・「作る人と使う人」 
・工芸の五月参加ギャラリー一覧 
 

販売場所：工芸の五月オンラインショップ、参加ギャラリー、松本市美術館、松本市観光情報

センター、書店等（丸善松本店／ 平安堂長野店／平安堂あずみ野店／宮脇書店／未来屋書店／

銀座 NAGANO／松本十帖 他） 

※各店 4 月 1 日より販売開始予定、一部施設では販売開始時期が異なる場合がございます 

 

 
ご質問、ご不明な点等ございましたら下記までお問合せください。 

 
 
 
■問合せ先／工芸の五月実行委員会 事務局 担当：北原 
〒390-0812 松本市県 1-2-14-205 NPO 法人松本クラフト推進協会内 
 TEL:0263-34-6557  Email：info@matsumoto-crafts-month.com 

 
プレスリリース 


